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一 

 



 

さ
る
大
戦
に
お
い
て
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
し
た
日
本
赤
十
字
社
の
救
護
看
護
婦
の
国
家
処
遇
に
つ
い
て
は
、
恩

給
法
お
よ
び
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
等
に
よ
り
一
部
援
護
措
置
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
処
遇 

も
、
戦
没
者
、
戦
傷
病
者
お
よ
び
恩
給
公
務
員
に
相
当
す
る
救
護
員
と
し
て
政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
、
す

な
わ
ち
、
日
本
赤
十
字
社
の
職
制
に
よ
る
正
規
の
職
員
た
る
理
事
員
、
医
員
、
調
剤
員
、
看
護
人
長
の
み
で
、
そ

の
他
一
般
救
護
看
護
婦
に
つ
い
て
は
処
遇
が
及
ん
で
い
な
い
現
状
で
あ
る
。 

救
護
看
護
婦
は
白
衣
の
天
使
と
し
て
軍
の
強
い
要
請
に
よ
り
召
集
さ
れ
、
激
烈
な
戦
場
に
お
い
て
昼
夜
の
別
な

く
て
い
身
、
重
症
戦
傷
病
者
等
の
救
護
に
軍
人
同
様
の
激
務
に
ま
い
進
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
数
は
全
国
で
約

三
三
、
一
五
〇
名
、
死
没
者
一
、
四
七
五
名
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

 
救
護
看
護
婦
は
戦
時
衛
生
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
軍
属
の
身
分
を
保
有
し
て
お
り
、
当
然
一
定
の
条
件
の
下
に
お 

従
軍
日
赤
看
護
婦
の
処
遇
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 
い
て
、
国
は
責
任
を
も
つ
て
事
後
処
遇
を
講
ず
べ
き
で
あ
り
、
こ
と
に
今
日
ま
で
恩
給
法
、
援
護
法
等
が
逐
次
改

正
さ
れ
、
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
て
い
る
現
状
に
お
い
て
は
、
日
赤
の
救
護
看
護
婦
に
対
し
て
も
当
然
援
護
の
手
を

さ
し
の
べ
る
べ
き
で
あ
る
。 

こ
の
件
に
関
し
て
は
各
方
面
よ
り
の
同
趣
旨
の
陳
情
も
少
な
く
な
い
が
、
政
府
は
将
来
い
か
な
る
措
置
を
講
ず

る
用
意
が
あ
る
の
か
、
そ
の
所
信
を
承
り
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


